
ＮＯ．１ 

 １ 

令和６年第２回 福津市議会定例会総括質疑（令和６年３月） 

番号 
会派名 

代表質問者名 
質 疑 事 項 質   疑   要   旨 備  考 

１ 

【福津誠和会】 

倉元 敏德 

（45分） 

１ 共育について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域自治について 

 

 

 

 

 

 

 

３ 健康で生き生きと暮ら

せるまちについて 

 

４ 安全安心について 

 

 

 

 

５ 環境保全について 

 

 

① 令和６年度から「こども家庭センター」をこども家庭部に開

設し、母子保健、児童福祉の連携・協働を深め包括的な支援

を行うため統括支援員を置くとあるが、組織体制について伺

う。 

② 地域学校協働活動推進員や社会教育分野を含めた指導者など

の人材の発掘・育成の継続とあるが、具体策を伺う。 

③ 福間中学校の教室不足に対する増築と、教育委員会と連携し

校区再編の検討を進めるとあるが、そのスケジュールについ

て伺う。 

 

① 基本方針１の郷づくりによる地域自治の推進を支援するとあ

るが、人口増加、人口減少それぞれの地域についての課題に

ついて伺う。 

② 住みよいまちづくり推進企画活動補助金と連動し、地域人材

の発掘と育成に取り組む、様々な活動をされる市民や団体の

意欲高揚に向けた制度の導入について、具体的な案があれば

伺う。 

 

郷育カレッジ講座について、これまでの実績と課題および課題解

消について伺う。 

 

① 福津市国土強靭化地域計画の進捗状況について伺う。 

② 災害に強いインフラ整備と地域防災力を強化するとあるが、

具体策を伺う。 

③ 特定空家についての課題と対策について伺う。 

 

① 環境保全活動を市や団体、地域で推進とあるが活動の範囲を

伺う。 

② 大型農業施設跡地の今後の利用方法について伺う。 

 



ＮＯ．２ 

 ２ 

番号 
会派名 

代表質問者名 
質 疑 事 項 質   疑   要   旨 備  考 

  

６ 地域産業について 

 

 

 

 

７ 観光振興について 

 

 

 

 

８ まちづくり計画推進に

当たっての基本的な考え

方について 

① 基本方針１に農水産業分野の収益性を向上させ、担い手を育

てる、とあるが具体策を伺う。 

② 水産業分野においての、新規参入漁業者への支援について伺

う。 

 

① 基本方針２に観光拠点を整備し、観光消費額を拡大する、と

あるが何を整備するのか具体策を伺う。 

② プロモーション活動や、キャンペーンを活用して来訪者の増

加、リピート率の向上を図る具体策を伺う。 

 

① 第２期福津市まち・ひと・しごと創生総合戦略が令和６年度

で最終年度を迎えるとあるが、これまでの実績と最終年度の

課題について伺う。 

② 庁舎窓口での効率的で質の高い安定した窓口サービスを継続

する、とあるが具体策を伺う。 

 



ＮＯ．３ 

 ３ 

 

番号 
会派名 

代表質問者名 
質 疑 事 項 質   疑   要   旨 備  考 

２ 

【新政会】 

尾島 武弘 

（４５分） 

１ 誰もが「未来の創り手」

として育つまちについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人がつながり活躍する

共助と共働のまちについ

て 

 

 

 

 

３ 健康で生き生きと暮ら

せるまちについて 

 

 

４ 安全・安心・快適に住み

続けられるまちについて 

 

 

 

 

① 手光今川洪水浸水想定区域で学校用地を嵩上げした場合に

近隣地域に与える影響を調査し、地域住民の不安感の解消

に努めるとしているが、どのように進めていくのか伺う。 

② 教育環境の整備や教育の質の向上に取り組むとしている

が、課題である過大規模校対策を今後どのように行ってい

くのか伺う。 

③ 第３期福津市子ども・子育て支援事業計画の策定に取り組

むとしているが、重点目標と市の子育て施策をどのように

盛り込むのか伺う。 

 

① 郷づくり活動の充実に引き続き取り組むとしているが、そ

の取り組みの一つである自治会加入推進のための具体策に

ついて伺う。 

② 郷づくり推進事業交付金について、急激な人口増加を反映

した規模加算の見直しを加味し交付するとしているが、各

郷づくりの交付額がどのように変わる見込みなのか伺う。 

 

健康寿命の延伸に向けて、特定健診受診率のさらなる向上を目

指すため、継続的な受診を勧奨し、保健指導などの取り組みを

行うとしているが、受診率向上対策について伺う。 

 

① 市消防団における計画的な資機材などの更新や強靭な体

制づくりへの支援を行うとしているが、現在の状況と今後

の新たな支援策について伺う。 

② 福津市雨水管理総合計画の策定に着手するとしているが、

どういう内容でいつまでに作成するのか伺う。 

 

 

 



ＮＯ．４ 

 ４ 

  質 疑 事 項 質   疑   要   旨 備  考 

  

５ 自然・歴史・景観などの

資源が守られ生かされる

まちについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 地域の産業が経済を支

えるまちについて 

 

① 市立図書館や体育センター、小学校、郷づくり拠点施設の

照明のＬＥＤ化を進めるとしているが、具体的な内容を伺

う。 

② 福津市地球温暖化実行計画区域施策編の策定に先立ち、ま

ずは庁内横断的な検討を行うとしているが、どのように庁

内横断的な検討を行っていくのか、その具体的な取り組み

について伺う。 

③ 津屋崎古墳群の保存整備に向けて、大型農業施設などの跡

地整備を行うとしているが、具体的にどのような計画に

なっているのか伺う。 

 

① 農業用ため池や水路などの農業基盤の整備や、先進技術等

の導入に要する経費を支援するとしているが、具体的な整

備や支援について伺う。 

② 施設園芸農業や土地利用型農業を持続的に発展させ、生産

額を増加させるための取り組みを行うとしている。また、

販売単価の高い果樹の生産・増産を目指した支援にも取り

組むとしているが、それぞれの具体的な内容について伺

う。 

③ 耕作放棄地や後継者不足などの課題解決に向けた地域計

画の策定に関し、課題と進捗見込みについて伺う。 

④ 営農型太陽光発電の調査研究を行なっていくとしている

が、具体的な内容を伺う。 

⑤ 水産業分野において、漁獲量の増加と漁業者の所得の向上

を目指すとしているが、現在の支援状況と今後の支援につ

いて伺う。 

 

 



ＮＯ．５ 

 ５ 

番号 
会派名 

代表質問者名 
質 疑 事 項 質   疑   要   旨 備  考 

  

７ まちづくり計画推進に

あたっての基本的な考え

方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ おわりにについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 予算編成方針について 

① 福津市人材育成基本方針に基づき、タイムマネジメント意

識の定着を図る研修や、管理職を対象とした組織マネジメ

ント研修を実施し、職員の能力及び行政組織力の向上を目

指すとしているが、全職員が人材育成基本方針を把握して

いるのか伺う。 

② 福津市ＤＸ推進方針に基づき、様々なＤＸの取り組みの検

討を全庁的に行っていくとしている。また、経営陣を含め

職員のＤＸに対する意識の醸成を図るとしているが、どの

ような手法で実施し、どのような効果が期待できるのか伺

う。 

 

① 過大規模校対策を着実に進めることが現在の市政における

最重要課題であり、今後数年に渡る新設小学校の整備、並

びに中学校の増築と校区再編の推進に向けて、市の財源の

重点配分に加え、全庁を挙げた組織的推進体制を構築する

としている。この財源の重点配分による他事業への影響と、

どのような組織的推進体制を構築するのか伺う。 

② 本市が有する農水産物や観光の分野における様々な魅力を

強化するとあるが、具体的にどのように強化していくのか

伺う。 

 

① 受益者負担の適正化について、公共施設を利用する受益者

と利用しない人との均衡を図る観点から、早急な適正化が

必要であるとしている。また、公益財産の減免、無償貸与

の見直しが必要であるとしているが、使用料見直しに関す

る議会の議決結果を踏まえ、その後どういう協議を行った

のか。また、内容の見直しは行ったのか伺う。 

② 新たな財源の確保については、前年度とほとんど同じ内容

となっているが、新規の財源確保は考えていないのか伺う。 

 



ＮＯ．６ 

 ６ 

番号 
会派名 

代表質問者名 
質 疑 事 項 質   疑   要   旨 備  考 

  

 ③ 公共施設の適切な管理・運営について、令和６年度から実

施する公共施設の包括管理により、効率的な予算執行と質

の高い適正な維持管理に努めるとしているが、その具体的

な取り組みについて伺う。また、PPP／PFIの活用や指定管

理者制度の導入、民営化も含めて検討するとしているが、

どの施設が対象となっているのか伺う。 

④ 補助金の見直しについて、既得権化したものや奨励的に

行ってきたもので役割を終えたものは速やかに廃止すると

しているが、具体的に予定している補助金はあるのか。ま

た、負担金、謝金等の報償費についても見直しを行うとし

ているが、その見直し基準について伺う。 

 

 

 



ＮＯ．７ 

 ７ 

番号 
会派名 

代表質問者名 
質 疑 事 項 質   疑   要   旨 備  考 

３ 

【みんなの声に

よるみんなの

会】 

榎本 博 

（３０分） 

１ はじめにについて 

 

 

 

２ 共育について 

 

 

 

 

３ 地域自治について 

 

 

 

 

４ 安全・安心・快適に住み

続けられるまちについて 

 

 

 

 

 

５ 地域の産業が経済を支

えるまちについて 

 

 

 

 

 

 

令和３年６月議会で所信表明した内容で一部変更したものや先

送りしたものもあると述べられている。一部変更したものとは何

か。先送りしたものとは何か。また、その理由について伺う。 

 

新設小学校の整備について近隣地域に与える影響を調査し、地域

住民の不安感の解消に努めながら実施設計や造成を進めていく

とある。また福間中学校の教室不足への対応として増築と校区再

編も検討するとあるが、日程と内容について具体的に伺う。 

 

自治会離れと後継者不足が課題とされている中、郷づくり活動の

充実とあるが何を充実するのか。また市民や団体へ意欲高揚に向

けた制度を導入するとあるが、その内容と導入時期について伺

う。 

 

交通利便性の確保のため、ミニバス運行について地域や利用者の

意見を聞き、ルートの改善に取り組んできたとあるが、これまで

の改善効果について伺う。また高齢化が進む東福間駅周辺地区の

賑わい再生に向けて、駅の南北をつなぐ通路と駅前広場の設計

が、駅周辺地区の賑わい再生にどのようにつながるのか、具体的

に伺う。 

 

以下の３点について伺う。 

① 農業分野では施設園芸農業や土地利用型農業を持続的に発展

させ、生産額を増加させるとあるが、生産額の目標と達成年

度について 

② 水産業分野では獲る漁業から育てる漁業への転換によって漁

業者の所得の向上とあるが、目標の漁獲量と達成年度につい

て 

③ 商工分野では、商工会と連携し、創業支援に取り組むとある

が、支援による市内の経済効果について 

 



ＮＯ．８ 

 ８ 

 

番号 
会派名 

代表質問者名 
質 疑 事 項 質   疑   要   旨 備  考 

  

６ 観光振興について 

 

 

 

 

 

７ まちづくり計画推進に

ついて 

 

津屋崎千軒を中心とした津屋崎地区一帯の活性化について、公募

中の夕陽館や実証事業を行っている大峰山キャンプ場、豊村酒造

の重要文化財の指定など、事業者や地域と足並みをそろえた新た

な取り組みを行っているとあるが、何の足並みをそろえたのか。

また、新たな取り組みとは何か伺う。 

 

持続可能なまちづくり、多様な関係機関との戦略的連携、創造的

な行政経営による変革、市民サービスの質の向上、広報広聴と情

報発信を引き続き取り組むとあるが、これらの具体的な内容と達

成年度について伺う。 

 



ＮＯ．９ 

 ９ 

 

番号 
会派名 

代表質問者名 
質 疑 事 項 質   疑   要   旨 備  考 

４ 

【日本共産党】 

戸田 進一 

（３０分） 

１ 誰もが「未来の創り手」

として育つまちについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人がつながり活躍する共

助と共働のまちについて 

 

 

 

 

 

 

 

３ 健康で生き生きと暮ら

せるまちについて 

 

 

 

 

 

① 「こども大綱」の内容を踏まえ、市の子育て施策の体系化を

図るため、令和５年度に引き続き、第３期福津市子ども・子

育て支援事業計画の策定に取り組むとあるが、詳細について

伺う。 

② 教育環境の整備や教育の質の向上に引き続き取り組むとある

が、新設校建設や過大規模校・大規模校の福間南小学校や福

間中学校等の現状認識及び今後の対応策について伺う。 

③ 待機児童の解消に引き続き取り組むとあるが、考え方及び方

針について伺う。 

 

① 共働推進会議から本年３月にいただく最終的な答申を踏ま

え、必要に応じて郷づくり基本構想の見直しや例規の整備な

どの検討を行うとあるが、中間報告も含め、その方向性につ

いて伺う。 

② 郷づくり活動の充実や住民参画の推進に引き続き取り組むと

あるが、郷づくりを含め地域の課題である担い手や後継者不

足の現状と対策、並びに郷づくりの基軸である自治会の現状

と支援について伺う。 

 

① 健康寿命の延伸に向けて、特定健診受診率のさらなる向上を

目指すため、継続的な受診を勧奨し、保健指導などの取り組

みを行うとあるが、現状と今後の方針について伺う。 

② 介護保険や障がい福祉におけるサービスを引き続き提供して

いくとともに、介護予防事業については保健事業と一体的に

実施することにより、切れ目のない支援体制で実施するとあ

るが、その具体的な取り組みについて伺う。 

 

 



ＮＯ．１０ 

 １０ 

番号 
会派名 

代表質問者名 
質 疑 事 項 質   疑   要   旨 備  考 

  

４ 安全・安心・快適に住み

続けられるまちについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ まちづくり計画推進に

あたっての基本的な考え

方について 

① 防災・減災事業の充実に取り組み、また地域の防災力の向上

に向けて、市消防団への支援など様々な施策を行うとあるが、

その詳細について伺う。 

② 福津市雨水管理総合計画の策定に着手するとあるが、その目

的と期待される役割について伺う。 

③ 既存の道路などのインフラにつきましては、引き続き可能な

限り国の補助財源などを活用し適切に維持管理を行うととも

に、道路の拡幅や安全確保に計画的に取り組むとあるが、詳

細について伺う。 

 

① 第３次福津市行財政改革大綱の着実な推進を目指し、大綱実

施計画に基づき、市営納骨堂や潮湯の里夕陽館の民営化など

の取り組みを進めるとあるが、詳細について伺う。 

② ＤＸのさらなる推進に向け、福津市ＤＸ推進方針に基づき、

窓口業務を中心とした様々なＤＸの取り組みの検討を全庁的

に行うとあるが、福津市ＤＸ推進方針の内容と目指している

ＤＸ導入業務について伺う。 

 

 

 



ＮＯ．１１ 

 １１ 

番号 
会派名 

代表質問者名 
質 疑 事 項 質   疑   要   旨 備  考 

５ 

【ミモザの会】 

豆田 優子 

(３０分) 

 

１ 誰もが「未来の創り手」と

して育つまちについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 健康で生き生きと暮せる

まちについて 

 

 

 

３ 安全・安心・快適に住み続

けられるまちについて 

 

 

 

 

 

４ 自然・歴史・景観などの資

源が守られ生かされるまち

について 

 

５ まちづくり計画推進にあ

たっての基本的な考え方に

ついて 

① 本年4月から「こども家庭センター」を子ども家庭部に開設す

るとあるが、その詳細について伺う。 

② 公立認定こども園設置の検討とあるが、その方向性について

伺う。 

③ 教育環境の整備や教育の質の向上に引き続き取り組むとある

が、福間南小学校の過大規模校緩和のための施策について伺

う。 

④ 子どもの権利擁護、虐待の防止に向けて、学校を含めた様々

な窓口を繋ぎ、相談体制の連携強化に取り組むとあるが、その

具体的な内容について伺う。 

 

① 生涯学習やスポーツ・文化の振興に引き続き取り組むとある

が、今年度の具体的取り組みについて伺う。 

② 生涯学習のさらなる推進に向けて、郷育カレッジ講座の内容

の充実を図るとあるが、そのロードマップについて伺う。 

 

① 福津市雨水管理総合計画について、令和 3年所信表明で「整

備を進める」、令和 4年度は「策定を検討する」、令和 5年度

は「策定準備」、今年度は「策定に着手」とあるが、策定の

ロードマップについて伺う。 

② 福津市公共交通網形成計画の見直しに着手するとしている

が、そのロードマップについて伺う。 

 

地球温暖化対策は喫緊の課題である。今年度、福津市地球温暖化

対策実行計画区域施策編の策定に先立ち、庁内横断的な検討を行

うとあるが、どのような検討をするのか伺う。 

 

広報公聴と情報発信などに引き続き取り組んでいくとあるが、そ

の具体的な内容について伺う。 
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６ 予算編成方針について 

 

① 「第３次行財政改革大綱」を着実に推進とある。そのために

受益者負担の適正化とあるが、市民がより理解・納得できる

形の具体的な考えを伺う。また、部経営・業務の効率化の推

進をする中で、市民の理解・納得を得られる行政サービスを

どのように確立するのか伺う。 

② 公共施設の使用料適正化、受益者負担の低いものや無償貸与

の見直しについて市民が納得いく使用料にするためにどの

ように検討していくのか伺う。 

③ 新たな財源の確保については、国、県の特定財源の確保、

広い範囲での補助財源の確保の検討を積極的に図るとあ

るが、どのような手段を用いて検討を行っていくのか、そ

の内容について伺う。 

 

 


